
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第5回 土木技術者実践論文集研究発表会

発 表  論 文 集 

 

 

 

 

 

 

 
令和5年（2023 年） 6 月 5 日 

 

主催：（公社）土木学会コンサルタント委員会/土木技術者実践論文集企画小委員会 



 

目 次 

 
 

・プログラム 1 

 
・基調講演 講演者プロフィール 

（愛媛大学社会共創学部 羽鳥 剛史 准教授） 2 

 
・口頭発表１ 
【1】 河川計画・合意形成・海洋環境 

1-1  3次元データを活用した自然石空積による床止工の検討 3 

日本工営（株） 川野 倫輝 

 
1-2 先端画像管理ツールを活用した湿地グリーンインフラ共創 5 

清水建設（株） 宮澤 夏生 

 
1-3 磯焼け対策における藻食動物の食品利用としての有効性に関する実践的取り組み 7 

三井共同建設コンサルタント（株） 櫻井 崇光 

 
【2】 交通計画 

2-1 性能規定型道路維持管理にかかる技術協力に関する調査  9 

(独)国際協力機構 近藤 竜平 

 
2-2 パリ市におけるテラス条例の改正と運用に関する事例研究                    11 

（株）建設技研インターナショナル 及川 立一 

 
2-3 開発途上国における都市環境に応じた交通安全対策アプローチ 13 

(独)国際協力機構 吉田 綾 

 
・口頭発表２ 
【3】 防災計画・国際協力 

3-1 開発途上国の防災に関する伝統的技術と伝承の活用可能性 １5 

（株）オリエンタルコンサルタントグローバル 西宮 宜昭 

 
3-2 JICA港湾アルムナイを通じた国際協力のあり方について 17 

(独)国際協力機構 守田 有輝 

 
3-3 南米パラグアイ国における「道の駅」モデル導入に向けた技術協力に関する考察 19 

–JICA調査団での沿道施設調査結果より- 

国立研究開発法人土木研究所 寒地土木研究所 岩田 圭佑 

 

  



 

【４】 交通計画 

4-1 静岡県沼津市における公共交通利便増進実施計画などの策定支援 21 

八千代エンジニヤリング（株） 三門 智祐 

 
4-2 温泉街と対象としたバリアフリー基本構想の策定と事業推進の取組み 23 

いであ（株） 梶谷 裟和 

  



1



 

 

基調講演 講演者プロフィール 

愛媛大学社会共創学部 准教授 

羽鳥 剛史（はとり つよし） 

 

 

【略歴】 

2006年 

2006年～2011年 

2008年～現在 

2008年 

2011年～2016年 

2016年～現在 

京都大学大学院工学研究科都市社会工学専攻博士後期課程修了 

東京工業大学大学院理工学研究科 助教 

早稲田大学総合研究機構意思決定研究所 招聘研究員 

The Australia National University 心理学科 客員研究員 

愛媛大学大学院理工学研究科 准教授 

愛媛大学社会共創学部 准教授 

       

専門分野は土木計画学、合意形成論。公共プロジェクトに関わるステークホルダー間のコミュ

ニケーションや社会的合意形成問題について研究。著書に、「大衆社会の処方箋―実学としての

社会哲学」（共著、北樹出版）などがある。 
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